
TC46/SC9 Plenary meeting（SC9総会）報告書 
 

国立国会図書館 松田稔広 

 

1.開催日時 

2016年 5月 11日（水）13：00～17：45 

2.会場 

ウェリントン，ニュージーランド国立図書館（National Library of New Zealand） 

ROOM1+2 

3.参加者 

議長（Chair） Stella Griffith（英国） 

事務局（Secretary） Todd Carpenter（米国）  

英国、米国、フランス、ドイツ、イタリア、デンマーク、フィンランド、カナダ、日本、

中国、韓国、タイ、オーストラリア、ニュージーランド，スウェーデン，ISSN Center，ISMN 

Agency，ICIA 

4.議事次第 

1. Opening of the meeting 

2. Roll call of delegates 

3. Adoption of agenda N899 
13. Items for future workに日本からの NWIPに関する件を取り上げる。同じく 13.で英
国からの DOIに関する話題をいれる。 

4. Appointment of the drafting committee 
英国，米国各 1名 

5. Report of the secretariat 
事務局（Todd）より N903に基づいて報告。 
SC9所属の Pメンバーは 32カ国、Oメンバーは 13カ国。Aリエゾンは 23団体。 
活動中のWGは 6つ、Ad hocグループが 2つ。 
この１年間で新たに発行された規格は 2つ（ISO17316と Editorialな変更があった
ISO3297（ISSN））。 

6. Report from ISO Central Secretariat 
ISO中央事務局の TPMが欠席したため、資料 N904を元に Toddから報告。 
ISO Directivesに関する主な変更点を説明した。 
SR投票の義務化、Chairの任期が残り１年を切った際に後任の Chairを投票で選出でき
る制度の創設、Chairは最初の任期で 6年・全体で 9年を超えない範囲で続けられるこ
と、投票期限の設定を月単位から週単位に変更する、NWIPは correspondenceにより承
認されねばならない、DIS投票における NOはテクニカルな理由がなければ不可とする
こと等が説明された。 

7. Status of all items of the programme of work and action to be taken 

7.1 Standards published since last meeting: 



・Minor editorial revision of ISO 2108, International Standard Serial Number 
(ISSN) – Reported in SC9 N881 
・ISO 3297（ISSN）の editorialな改訂（ISSN付与を無料とする文言の削除）が投票に
より可決されたことについて事務局より報告。この投票に関して，質問の文言が適切で
なかったが，TPMと相談して説明文書を補足することで，再投票とはせずに続けた。 
・関連して ISSN International Center の director Gaëlle BÉQUET から経緯の説明が
あった。この改訂は，ISO/CSから，RAと ISOとの間の契約条項である料金のことにつ
いて標準本体には述べられない，との指摘があり（新 directives part 2にあるとのこと），
改訂が必要となったものである。改訂に当たっては各国の agencyにも連絡を取り，改訂
趣旨の周知を図った。 
・宮澤より：日本の反対投票は RA（日本 ISSNセンター）からの本改訂に対する反対意
見を考慮したものである。少なくとも日本の RAに対しては，改訂趣旨が通知されていな
かったものと思われる。 
・これに対し GaëlleBéquetは，日本を含め e-maiilでの連絡のとれなかった RAがあっ
たことを認め，必要であればさらに情報提供と説明を行いたいと回答があった。 

7.2  Review of ISO 999, Guidelines for the content, organization and presentation of 

indexes and ISO 5963, Methods for examining documents, determining their  

subjects, and selecting indexing terms. 

Project Leader: Janet Shuter 
・Stellaから進捗について報告。ISO 999と ISO 5963を統合した新しいプロジェクトを
開始することが決定した。ISO 5963は廃止の予定。Janet Shuterを Convenerに任命し
た。NWIPを出す予定。 

7.3 ISO 3901, International Standard Recording Code (ISRC) [revision] 

Project leaders: Paul Jessop and Victoria Weems (UK) 
WG10Convenerである Paul Jessopから報告。DIS投票が 4/7に開始された。投票期限
は7/6。各国RAに関する記載を残すかどうかは、分割してCIB投票を行うこととなった。 

7.4 ISO 2108, International Standard Book Number (ISBN) [revision] 

Project leader: Stella Griffiths (UK) 
Stellaから報告。CD投票を通過。DIS投票の締め切りが今日（5/11）。想定したスケジ
ュールのとおり改訂が進んでいる旨が報告された。 

7.5 ISO 15707, Information and documentation –International Standard Musical Work 

Code (ISWC) 

Project leader:  José Macarro 
WG2 Convenerである JoseMacaroから報告。Working Groupのける Expertの任命が
まだであり、進捗が遅延している。 

7.6 ISO 20247 International library item identifier (ILII) 

Project leader: Akira Miyazawa (Japan) 
・宮澤より N900を元に ILIIの進捗を報告。2015/9/4にWorking Draftを提出済み。
WGでの技術的論点は報告を省略。5/9のWG13において CD投票が遅れている原因を
確認した。本日まで CD投票がはじまっっていないので，SC9での Resolutionを求める。 

8. Work items on which no progress is being made –Status and action to be taken 
該当なし。 

9. Systematic reviews 



この 1年間の Systematic Reviewの結果と予定について。 
・最初に SR 690Guidelines for bibliographic references and citations to information 
resourcesについて事務局より報告。2015-09-15締め切りの 690の SRは，投票数とし
ては confirmになりうるものであったが，重大なコメントが多かったため，confirmの結
論をださずにおいてある。 
・この件に関し 690の改訂を始めるべきとの意見が承認された。 

9.1  Results of systematic reviews for 2015/16 
ISO 15706-2:2007, Information and documentation –International Standard 
Audiovisual Number (ISAN) –Part 2: Version identifier [confirmed – see N898] 
 ISO15706-2:2007（ISAN）の Systematic Reviewが行われ、[confirmed]となった。 

9.2  Systematic reviews for 2016 
 以下の案件について、2016年内に Systematic Reviewが予定されている。 
•ISO 2108, International Standard Serial Number (ISSN) 
•ISO 832:1994, Information and documentation - Bibliographic description and 
references - Rules for the abbreviation of bibliographic terms  
•  ISO 15707:2001, Information and documentation - International Standard 
Musical  
Work Code (ISWC)  
•  ISO 21047:2009, Information and documentation - International Standard Text 
Code (ISTC) 

10. Reports from Registration Authorities 
ISO 4; ISO 2108; ISO 3297; ISO 3901; ISO 10957; ISO 15706; ISO 15707; ISO 17316; 

ISO 21047; ISO 26324; ISO 27729 
各識別子の RA担当から報告。17316 International standard link identifier (ISLI)は登
録数が 124万になった。 

11. Report from Ad hoc Identifiers Interoperability Group 
Paul Jessopから報告。LCC（Linked Content Coalition）との共同でドキュメントを準
備中。識別子間の関係についての relatorが問題になってきている。たとえば，ISNIで
識別される人／団体が，ISBNで識別される本の「著者」など。Relatorについて若干の
コメントがフランスからあった。 

12. Report from Ad hoc Registration Authorities 
Stellaから報告。標準本文中での各国 Agencyの言及について，ISO/CSとの間での調整
が続いている。 

 

13. Items for future work 
Akira Miyazawa 

・宮澤のプレゼン。日本から提案予定のデジタルコレクションの権利・著作権情報に関す

る規格について。権利情報については、様々な内容があり Creative Commons等が有名で

ある。しかし実際の HP 上では権利情報に言及した場所がわかりにくく、ユーザーが見つ

け辛い。その解決策として、権利情報に関する情報と説明をデジタルアーカイブ上で示す

標準の策定を提案するというものである。 

 参加者からは複数の質問が寄せられた。特に Toddからの質問「対象となるデジタルアー



カイブには、商用(民間)のものも含まれるのか？」については、現時点で商用のデジタルア

ーカイブを対象と想定していない旨を回答したが、今後の検討過程でスコープの詳細化が

必要と考えられる。提案は歓迎する旨、SC9 Chair(Stella)より発言があり、宮澤から NWIP

の提出は 6-7月頃予定と回答した。提出されれば、8月初め～9月頃にはその後の手続を進

める旨、Secretary(Todd)から発言があった。 

・Juha（フィンランド）から，IETFの URNと SC9の識別子についての議論が必要との

コメントがあった。ただし，具体的なプロジェクトの提案はなかった。 

14. New liaisons: 
International Information Content Industry Association (ICIA) Approved January 5, 

2016 (N851) 
・ICIAが新しく SC9の Aリエゾンとして承認された。（ISLIの RA） 

 

15. Requirements concerning a subsequent meeting 
2017年 5月 22-26の週にプレトリア（南アフリカ）で行う。 

16. Any other business 
特になし 

17. Approval of resolutions 
 15項目の Resolutionが承認された。 

 

１． SC9より、TC46に長年貢献した Dr.Norman Paskinへの弔意を表す。 

２． ISO 中央事務局に対し、Plenary meeting にテクニカルプログラムマネジャーが出席

するよう再度要請する。 

３． ISO 3297（ISSN） ISSN は、投票の結果 editorial な改訂が可決された。ISO 中央

事務局に改訂版の発行を要請する。 

４． ILII SC9はWG13より受け取ったWorking Draftを元に、5月 30日までに CD投

票を開始するよう Secretariatに指示する。WG13に謝意を表する。 

５． ISO5963 SC9は ISO 5963:1985が ISO 999、ISO 25964-1、ISO 25964-2に置き換

えられることを認識し、Secretary に改定された ISO999 が発行された時、ISO5963

を廃止するよう指示する。 

６． ISO999 SC9はWG12に対し、Janet Shuterを Convenerとして ISO 999:1996の

改訂に着手し 2019年 8月 31日を新規格発行の目標とするよう指示する。 

７． ISO3901（ISRC） DIS 投票が進行中であり、IFPI は規格改定後も引き続き

Registration Authority（国際 RA）を務める。 

８． ISO 1507（ISWC） SC9はプロジェクトをスタートできるように、2016年 5月 31

日までに Expertを ISO Global Directoryに登録するよう勧告する。 

９． ISO690 SC9は ISO 690の改訂の準備に着手するようメンバーに要請する。 

１０． ISO21047（ISTC） SC9は、参加各国に対し NWIP投票が承認された後にでき



るだけ早く Expert指名が行えるよう、水面下で検討を開始するよう勧告する。 

１１． Principals of identifies SC9は Ad hoc group on Identifiers Interoperabilityの

メンバーに、LCC から提出された文書をレビューし、発行すべきかどうかを考慮し

2016年 12月 31日までに推薦することを指示する。10月 31日までに提出されない場

合、代替テキスト作成のためのプランを 12月 31日までに策定するよう指示する。 

１２． Ad hoc group on Identifiers Interoperability Paul Jessopをコンビーナに任命

する。 

１３． Ad hoc group on Registration Authorities Stella Griffithsをコンビーナに任命

する。 

１４． 2017Plenary 次回の SC9 Plenary meetingを 2017年 5月 22－26日に南アフリ

カのプレトリアで開催する。 

１５． 謝意 第 43回 TC46総会開催に尽力いただいた NZの関係各位に謝意を表する。 

 

18. Closure of the meeting 
17:45閉会。 

 
 


